
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

『
二
乗
要
決
』
と

『守
護

国
家
論
』

の
関

連

関

戸

尭

海

日
蓮

は
、
『
法
華
経
』
を
顕
彰
し
た
仏
教
者
と

し

て
天
台
大
師
智
顎

を
高
く

評
価

し
、
『法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』
『摩
詞
止
観
』
の
天
台

三
大
部
を
頻
繁
に
引
用
す
る
な
ど
、
天
台
大
師
の
教
学
を
継
承
し
て
い

る
点
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し

二
方
で
日
蓮
は
末
法
と
い
う
時
代
性
と

受
難
の
体
験
を
通
し
て
、
天
台
教
学
を
超
克
し
て
独
自
な
法
華
仏
教
を

樹
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

天
台
大
師
に
比
較
し
て
、
日
本
天
台
教
学
を
代
表
す
る
伝
教
大
師
最

澄
は

「三
国
四
師
」
の
思
想
系
譜
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
蓮
に
与
え
た
思
想
的
な
影
響
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る

と
は
言

い
が
た
い
。
日
蓮
が
末
法
年
代
を
算
出
す
る
に
あ
た

っ
て

『
末

法
灯
明
記
』
(現
在
で
は
偽
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
)
を
引
用
し
た
こ
と
や
、

経
判
論

・
本
門
思
想
な
ど
を
論
じ

る
時

に

『
守
護
国
界
章
』
『法
華
秀

句
』
な
ど
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

程
度
で
あ
る

(浅
井

円
道

『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
参
照
)。

ま
た
、

恵
心
僧
都
源
信
に

つ
い
て
も
、
『
往
生
要
集
』
が
浄
土
教
興
隆
に
果
た

し

た
役
割
が
強
調

さ
れ
る
あ
ま
り
に
、
長
く
日
蓮
と
源
信
と
の
思
想
的
関
連
に
つ
い
て
は

否
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
で
は

『
涅
槃
経
』
な
ど
の
引
用
経
典

を
接
点
と
し
て

『
二
乗
要
決
』
と
日
蓮
遺
文
と
の
関
達
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
て
い
る

(渡
辺
宝
陽

『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
参
照
)。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
日
本
天
台
教
学
こ
と

に
は
最
澄
の
著
作
と
日
蓮

遺
文
の
思
想
的
関
連
に
つ
い
て
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
そ

の
検

証

の
過
程
と
し
て
源
信
と
日
蓮

の
思
想
的
関
連
に
つ
い
て
考
察

し

た

い
。
そ
の
た
め
本
稿
で

は
特

に

『
二
乗
要
決
』
「大
文
第
八

教

の
権

実
を
弁
ず
」
と

『守
護
国
家
論
』
「大
文
第

一

如
来

の
経
教

に
於

て

権
実
二
教
を
定
む
る
こ
と
を
明
す
」
の
関
連

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と

す
る
。
『
一
乗
要
決
』
は
寛
弘
三
年

(
二
〇
〇
六
)
に
源
信
が

『法
華
経
』

の

二
乗
思
想
を
強
調
し
、
最
澄
と
徳

一
の
三

一
権
実
論
争
に
終
止
符
を
打

っ
た
と
さ
れ
る
書
で
、
八
門

か
ら

成
る
。

ま
た
日
蓮
の

『守
護
国
家

論
』
は
正
元
元
年

(
二
二
五
九
)
鎌
倉
で
の
著
作
で
、

洪
然

『
選
択
集
』

の
批
判
を
目
的
と
し
つ
つ
.『法
華
経
』

の
真
実
性
を
明
確
に
す
る
こ
と

を
主
眼
と
し
て
お
り
、
七
科

一
六
門
か
ら
な
る
長
編
の
遣
文
で
あ
る
。
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ま
た

『
立
正
安
国
論
』
撰
述
の
前
提
と
な

っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
日

蓮

の
初
期

の
重
要
教
義
書
で
あ
る
。

両
書

は

『法
華
経
』
の

二
乗
思
想
を
宣
揚
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

点
に
お

い
て
共
通
す
る
基
軸
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特

に

『
二
乗
要
決
』

の

「大
文
第
八

教
の
権
実

を
弁

ず
」
で
源

信
が

『法
華
経
』
と

『華
厳
経
』
『解
深
密
経
』
な
ど

の
経
典
を
比
較
し
て
、

『
法
華
経
』
の

一
乗
思
想
の
優
位
に
つ
い
て
論
じ
る
部
分
と
、
『
守
護
国

家
論
』

の

「大
文
第

一

如
来
の
経
教
に
於
て
権
実
二
教
を
定
む
る
こ

と
を
明
す
」
で

『無
量
義
経
』

の

「
四
十
余
年

未
顕
真
実
」
を
端
緒

と
し
て
、
『
法
華
経
』
こ
そ
が
釈
尊
の
真
実

の
教
え
で
あ
る
こ
と

を
論

証
し
て
い
る
部
分
と
に
、
引
用
さ
れ
る
経
文

・
論
証
の
方
法
な
ど
に
お

い
て
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
二
乗
要
決
』
「大
文
第
八
」
が
三
門
に
分
か
れ
る
中
の

「
一
、
法
華

の
実
教

を
明
す
」
で
は
、
『無
量
義
経
』
説
法

品

の

「四
十
余
年

未

顕
真
実
」
、
『法
華
経
』
方
便
品
の

「世
尊
法
久
後

要
当
説
真
実
」
な

ど
を
引
用
し
て
、
天
台
宗
に
お
い
て
法
華

二
仏
乗
を
真
実
と
し
て
、
そ

の
他
の
三
乗
思
想

・
五
性
各
別
を
説
く
諸
経
を
方
便
と
す
る
点
を
確
認

す
る
。

こ
こ
で
源
信
は

「
若
し
五
乗
真
実
な
ら
ば
前

の
深
密
等
の
経
に

三
乗
五
性
を
説
く
、
何
ぞ
四
十
余
年

未
顕
真
実
と
言
ふ
や
。
若
し

一

乗
方
便

な
ら
ぽ
今
法
華
経
に
唯

二
乗
と
説
は
何
ぞ
、
諸
仏
法
久
後

要

当
説
真
実

広
説
諸
経

此
経
第

二
と
言
ふ
や
」
(『正
蔵
』
七
四
巻
三
六

八
b
～
c
)
と
述
べ
、
『
無
量
義
経
』
の
説
示

に
よ
っ
て
、
『
法
華
経
』

『
二
乗
要
決
』
と

『守
護
国
家
論
』
の
関
連

(関

戸
)

の

二
乗
思
想
が
爾
前
の
諸
経
に
勝
れ
る
特
徴

で
あ
る

こ
と

を
明
説

す

る
。続
い
て
、
慧
沼
の
疑
義
と
し
て
三
点
を
あ

げ

る
。

第

二
は
慧
沼
が

「無
上
慧
経
は
法
華

の
後

に
あ
ら
ず
」
と
述

べ
て
、
『
法
華
経
』
の
聴
衆

に
阿
闍
世
王
が
い
る
が

『
無
上
慧
経
』
に
は
列
衆

の
上
首
に
頻
婆
娑
羅

王
が
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
頻
婆
娑
羅
王
は
阿
闍
世
に
殺
害
さ
れ
た
と

い
う
事
実
か
ら
す
る
矛
盾
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
は

『
仁
王

経
』

に

「波
斯
匿
王
の
云
く
、
二
十
九
年
我
等
の
為
に
摩
詞
般
若
等
を

説
と
為
す
」
と
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て

『勝
鬘
経
』
に
は

「波
斯
匿
王

及
び
末
利
夫
人
は
法
を
信
じ
る
こ
と
久
し
か
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「
勝
鬘
経
は
亦
た
三
十
年
の
後
に
非
ず
」
と
す

る
点
。
第
三
に
は

『桝

伽
経
』
に

『大
集
経
』

『
宝
橦
陀
羅
尼
経
』

『楊
伽
経
』

『海
龍
王
経
』

『鸞
堀
摩
羅
経
』
『如
来
蔵
経
』

の
説
時
に
つ
い
て
様

々
に
説
か
れ
て
い

る
点
か
ら
す

る
と
、
『
無
量
義
経
』
の

「四
十
余
年

未
顕
真
実
」
に

つ
い
て
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
と
の
疑
問

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
慧
沼

の
疑
念
に
つ
い
て
、
源
信
は

「
答
。
今
謂
く
。
余
教
の
前
後
は
要
ず
諍

ふ
所
に
非
ず
。
法
華

の
真
実
は
是
れ
正
し
く
立
つ
る
所
な
り
。
然
る
に

四
十
余
年

未
顕
真
実
と
は
既
に
金
口
の
文
な
り
。
疑

念
す

べ
か
ら

ず
」
と
述
べ
て
、
枝
末
の
経
典
に
つ
い
て
は
説
時

の
前
後
は
問
題

に
す

べ
き
で
は
な
く
、
『無
量
義
経
』
は
釈
尊
の
金

口
の
文
で
あ
る

か
ら

疑

念
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
と
反
論
し
、
さ
ら

に
宝
塔
品
の

「多
宝
如
来

の
証
明
」
、
神
力
品
の

「他
方
分
身
諸
仏
の
証
明
」
な

ど

を
引
用
し
て
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『
一
乗
要
決
』
と

『守
護
国
家
論
』
の
関
連

(関

戸
)

爾
前
経
が
方
便
で
あ
り

『法
華
経
』
が
真
実
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ

る
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら

に
源
信
は

「
問
。
密
厳
経
上
巻
に
云
く
、
十
地
華
厳
等
の
大
樹

と
神
通

・
勝
鬘
及
び
余
経
と
は
皆
此
の
経
よ
り
出
づ
。
是
の
如
く
密
厳

経
、

二
切
経
の
中
に
勝
り
と
、
ま
た
大
雲
経
の
第
四
に
云
く
、
是
の
経

は
即
ち
是
れ
諸
経
の
転
輪
聖
王
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
経
典

中
に
衆
生
の
実
性
、
仏
性
常
住
法
蔵
を
宣
説
す
る
が
故
に
、
已
上
。
此

れ
法
華
と
何
の
差
別
あ
り
や
」
(『正
蔵
』
七
四
巻
三
六
九
a
)
と
設
問
し

て
、
『
密
厳
経
』
『大
雲
経
』
に
そ
れ

ぞ
れ

「己
れ

の
経
が
第

一
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
る
の
と

『
法
華
経
』
が
第

二
で
あ
る
と
す
る

『
無
量
義

経
』
と

は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ

こ
で
源
信
は

「謂
く
彼
は
華
厳
勝
鬘
等
に
望
め
て
王
と
為
す
。
法
華

の

已
今
当

に
望
が
如
き
に
は
あ
ら
ず
。
又
彼
は
唯
だ
実
相

に
約
し
て
王
と

為
す
。
法
華
は
兼
て
二
乗
作
仏
を
説
く
」
(同
前
)
と
述
べ
、
『
密
厳
経
』

『
大
雲
経
』
は

『華
厳
経
』
『勝
鬘
経
』
な
ど
に
対
し
て
の
限
定
的
な
勝

劣
を
説
く
の
で
あ

っ
て
、
『
法
華
経
』
が
す
べ
て
の
経
典
に
勝
れ

る

こ

と
は
法
師
品
の

「已
今
当
」
と
方
便
品
の
二
乗
作
仏
の
教
え
に
よ
っ
て

わ
か
る

こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

『大
智
度
論
』
四
十

六
に

「
諸
経
の
中
に
般
若
波
羅
蜜
は
最
大
な
り
」
と

あ

る

こ
と

か
ら

『
般
若
経
』
が
第

二
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
点
に
つ
い
て
は

「答
。

此
は
第

六
の
般
若
波
羅
蜜
を
指
し
以
て
最
大
と
為
す
。
般
若
部
の
経
と

謂
に
非
ず
。
法
華
の
中
に
五
波
羅
蜜
を
望
て
功
徳
を
校
量
せ
る
に
般
若

波
羅
蜜
を
除
く
が
如
し
。
論
の
意
是
の
如
し
。
又
設
ひ
彼
経
を
指
す
と

錐
も
、
失
無
し
、
彼
の
多
く
実
相
の
智
慧
を
説
く
を
以
て
所
説

二
切
最

大
な
り
と
謂
ふ
に
非
ず
」
(同
b
段
)
と
述

べ
、

『般
若
経
』
に
空
の
実

相
の
論
理
の

二
端
を
説
く
こ
と
に
よ

っ
て

「
最
大
」
と
称
す
る
の
で
あ

っ
て
、
「
一
切
」
の
経
典

に
勝
る
こ
と
を
言
う

の
で
は
な

い
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し

『守
護
国
家
論
』
「大
文
第

二
」
が
四
門
に
分

か
れ

る

-
中
の
第

二

「
一
、
大
部
の
経
の
次
第
を
出
し
て
流
類
を
摂
す
る
こ
と
を

明
す
」
で
日
蓮
は
、
『無
量
義
経
』
「初
め
に
四
諦
を
説
き
、
次
に
方
等

十
二
部
経

・
摩
詞
般
若

・
華
厳
海
空
を
説
く
」
お
よ
び

『華
厳
経
』
離

世
間
浄
眼
品

『法
華
経
』
序
品

・
方
便
品
な
ど
を
引
用
し
て
、
釈
尊
の

説
法
が

「華
厳
経

・
阿
含
経

・
方
等
経

・
般
若
経

・
無
量
義
経

・
法
華

経

・
普
賢
経

・
涅
槃
経
」
と
い
う
次
第
順
序
で
説
か
れ
た
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
こ
こ
で

『
般
若
経
』
と

『
無
量
義
経
』

の
説
時
に
つ
い
て

「仁
王
経
に
云
く
、
二
十
九
年
中
と
。

無
量
義
経
に
云
く
、

四
十
余
年

と
」
(定
九
二
頁
)
と
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う

に
同
様
な

『
仁
王
経
』

の

引
用
が

『
一
乗
要
決
』
に
も
み
ら
れ
る

上

に
、
『
守
護
国
家
論
』

の
論

点
が

『
無
量
義
経
』
の
経
文
を
中
軸

と
す

る
点
、
お
よ
び

『
一
乗
要

決
』
大
文
第
八
で
源
信
が
慧
沼

の
説
を
斥
け

て
、
四
十
余
年
の
説
法
の

後
に
釈
尊
の
真
実
で
あ
る
法
華

一
仏
乗
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
と
主
張
す

る
こ
と
と
同
基
軸
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た

『守
護
国
家
論
』
で
は

「大
部
の
経
、
大
概
是
の
如
し
。
此
よ
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り
已
外
諸
の
大
小
乗
経
は
次
第
不
定
な
り
。
或
は
阿
含
経
已
後
に
華
厳

経
を
説
き
、
法
華
経
よ
り
已
後
に
方
等

・
般
若
を
説
く
。
皆
義
類
を
以

て
之
を
収
め
て

二
処
に
置
く
べ
し
」
(定
九
三
頁
)
と
、
五
時
に
分
類
さ

れ
る
代
表
的
な
経
典
を
中
心
に
し
て
勝
劣
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
他
の
枝
末
に
あ
た
る
経
典
に
つ
い
て
は
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
い
と

述
べ
る
が
、
こ
れ
も

『
一
乗
要
決
』

の
説
示
と
共
通
す
る
面
が
あ
る
。

次
に

『
守
護
国
家
論
』
の
四
門
の
第
二

「二
、
諸
経

の
浅

深
を

明

す
」
で
は
、
前
節
と
同
様
に

『無
量
義
経
』
「初
め
に
四
諦

を
説

き
、

次
に
方
等
十
二
部
経

・
摩
詞
般
若

・
華
厳
海
空
を
説
き
、
菩
薩
の
歴
劫

修
行
を
宣
説
す
」
「
四
十
余
年

未
顕
真
実
」
と
引

用
し

て
、
『
法
華

経
』
が
二
乗
作
仏

・
久
遠
実
成
を
説

く
点

に
お

い
て

『
無
量
義
経
』

『涅
槃
経
』
に
も
勝
れ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
も

『
無
量

義
経
』
を
中
心
に
し
て
法
華
最
勝
を
論
証
す
る
点
に
お
い
て

『
一
乗
要

決
』
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『守
護
国
家
論
』
で
は

「
問
う
て
曰

く
、
密
厳
経
に
云
く
、

一
切
の
経
中

に
勝
れ

た
り

と
、
大
雲
経
に
云

く
、
諸

経
の
転
輪
聖
王
な
り
と
。
金
光
明
経

に
云
く
、
諸
経
中
の
王
な

り
と
。

此
等

の
文
を
見
る
に
諸
大
乗
経
の
常

の
習

い
な
り
。
何
ぞ

二
文

を
膽
て
無
量
義
経
は
四
十
余
年

の
諸
経
に
勝

る
と
云
う

や
」
(定
九
三

頁
)
と

『密
厳
経
』
『大
雲
経
』
な
ど
を
引
用
し
て

『無
量
義
経
』
の
説

示
に
つ
い
て
の
疑
義
を
示
し
た
上
で

「爾
前
の
諸
経

の
第

一
と
は
縁
に

随

い
て
不
定
な
り
。
或
は
小
乗
の
諸
経
に
対
し
て
第

一
と
。
或
は
報
身

の
寿
を
説
き
て
諸
経
の
第

一
と
。
或
は
俗
諦

・
真
諦

・
中
諦
等
を
説
き

『
一
乗
要
決
』
と

『守
護
国
家
論
』
の
関
連

(関

戸
)

て
第

二
な
り
と
。

一
切
の
第

一
に
非
ず
。
今

の
無
量
義
経
の
如
き
は
四

十
余
年
の
諸
経
に
対
し
て
第

二
な
り
」
(定
九
三
～
四
頁
)
と
述

べ
、
爾

前

の
諸
経

の
比
較
の
程
度
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を

指
摘

し
て
、

『
法
華
経
』
の
開
経
と
し
て
の

『無
量
義
経
』

の
意
義
を
高
揚
す

る

の

も

『
二
乗
要
決
』
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
は

『
一
乗
要
決
』
大
文
第
八
の
中

の

「
二
、
解
深
密
経
を
料

簡
す
」
で
は

「真
了
義
教
と
名
ず
く
る
は
、
彼

の
経
の
第
二
巻
に
云
く

(中
略
)
今
第
三
時
中
に
於
て
普
く

一
切
乗
を
発
趣
す
る
者
の
為

に
、

二

切
法
に
依

つ
て
皆
自
性
な
く
、
生
な
く
滅
な
し
、
本
来
寂
静
、
自
性
涅

槃
、
自
性

々
無
し
、
顕
了
の
相
を
以
て
正
法

輪

を
転

じ
第

一
甚
奇
な

り
、
最
希
有
と
為
す
、
今
に
干
て
世
尊
の
転
ず
る
所
の
法
輪
は
上
な
く

容
な
し
と
是
れ
真
の
了
義
な
り
。
諸

の
諍
論
安

足

処
所

に
非
ず
、
已

上
。
何
ぞ
独
り
法
華
を
指
し
て
真
実

の
教
と
為
す
や
」
(『正
蔵
』
七
四
巻

三
六
九
c
)
と
、
『解
深
密
経
』

の
第
二
巻
の
説
示
に
関
連
し
て

『解
深

密
経
』
こ
そ
が

「了
義
経
」
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
対
し
、
最
澄

の
著

述
等
を
引
用
し
て
反
論
を
重
ね
て
い
る
。
そ

の
中
で

『
法
華
経
』
の
信

解
品
の

「
三
時
」
は

『解
深
密
経
』
の

「三
時
」
と
同
じ
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
源
信
は

「広
文
を
按
ず
る
に
云
く
、
二
十
年

の
中
に
常

に
糞
を
除
か
し
む
、
是
れ
初
時
な
り
。
是
れ
を
過
ぎ
て
巳
後

心
相
体
信
し
て
入
出
難
き
無
し
、
是
れ
二
時
な
り
。
長
者
自
ら
将
に
死

ん
こ
と
久
し
か
ら
ず
と
知
る
等
、
是
れ
第
三
時
な
り
。
終
ら
ん
と
欲
す

る
時
に
臨
み
て
而
も
其

の
子
に
命
ず
。
是
れ
第
四
時
な
り
。
経
文
四
時
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『
二
乗
要
決
』
と

『守
護
国
家
論
』
の
関
連

(関

戸
)

顕
然
な
り
。
故
に
天
台
は
次
の
如
く
阿
含

・
方
等

・
般
若

・
法
華
、
漸

教
の
四
時
と
為
す
」
(『正
蔵
』
七
四
巻
三
七
〇
c
)
と

述

べ
、
信
解
品
の

「長
者
窮
子
の
喩
」
を
論
拠
と
し
て
、
『解
深
密
経
』
の

「三
時
」
の
教

判

に
よ

っ
て

『
法
華
経
』
を
判
定
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
壽

論

づ
け
、

さ
ら
に
は

『
涅
槃
経
』
と

『解
深
密
経
』

の
勝
劣

に
つ
い
て
も

課
題
と

し
て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
て

『
守
護
国
家
論
』
大
文
第

一
の
中

の

「
四
、
且
く
権

を
捨
て
実

に
就
く
べ
き

こ
と
を
明
す
」
で
は
、
「了
義
経
」
と

は

い
か

な
る
経
典
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論

じ
て

い
る
が
、
そ
こ
で
華
厳

・
法

相

・
三
論
な
ど
の
諸
宗
が
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
り
所
と
す
る
経
典
を

「了
義

経
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て

「
法
相
宗
の
如
き
は
、
阿
含

・

般
若
等

を
卑
し
め
、
華
厳

・
法
華

・
涅
槃
を
以
て
深
密
経
に
同
じ
同
じ

く
中
道
教
と
立
つ
る
と
錐
も
、
亦
法
華

・
涅
槃
は

二
類

の
二
乗
を
説
く

が
故
に
不
了
義
経
な
り
。
深
密
経
に
は
五
性
各
別
を
存
す
る
が
故
に
了

義
経
と
立

つ
る
な
り
」
「
法
相
宗
の
如
き
は
三
時
教
を
立

つ
る

時
、
法

華
等
を
以
て
深
密
経
に
同
ず
と
錐
も
、
深
密
経
五
巻
を
開
き
見
る
に
全

く
法
華
等
を
以
て
中
道

の
内
に
入
れ
ず
」
(定
九
七
頁
)
と
述
べ
、
法
相

宗
の
三
時
教
判
に
よ
っ
て

『法
華
経
』
を
判
定

す

る

こ
と
を

否
定
す

る
。ま
た
日
蓮

の

『注
法
華
経
』
の

「巻
三
の
見
返
し
」
の
法
相
教
学
関

係
の
経
論
疏
の
注
記
は
、

『
二
乗
要
決
』
大
文
第
八
「

三
、

余
経

一
乗

を
弁
ず
」
で

一
乗
思
想

に
関
連
し
て

『
勝
鬘
経
』
と

『法
華
経
』

の
相

違
点
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
部
分
に
引
用
さ
れ
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
注
法
華
経
』
信
解

品

に
み
ら
れ

る

『中
阿
含

経
』

の
注
記
は
、
『
二
乗
要
決
』
大
文
第
八

「
二
、
解
深
密
経

を
料
簡

す
」
で
源
信
が

「長
者
窮
子
の
喩
」
に
関
説
し
て
、
釈
尊
の
説
法
が
四

十
余
年
を
経
て
次
第
に
深
ま
り

『法
華
経
』

に
至

っ
て
真
実
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
引
用
す
る

『
中
阿
含
経
』
と
同

様
で
あ
る

(拙
著

『
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
三
〇
二
頁
参
照
)。

叙
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
日
蓮
が

『
守
護

国
家
論
』

の
大
文
第

二
を

執
筆
し
た
際
に
は
、
『
一
乗
要
決
』
大
文
第
八
の
源
信

の
主
張
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
蓮
、
源
信
、
『
一
乗
要
決
』
、
『守
護
国
家
論
』

(身
延
山
大
学
助
教
授
)
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